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情報あらかると

国民健康保険税の特別徴収（年金からの天引き）
が始まります
６５歳以上７５歳未満で公的年金を受給されている方の国民健康保険税は、１０月より世帯主の公的年金から直
接徴収（特別徴収）されます。

◎特別徴収の対象となる方

次の①から④の要件をすべて満たす方が対象となります。
①世帯主が国民健康保険の世帯主である。
②世帯の国民健康保険の被保険者全員が６５歳以上７５歳未満である。
③世帯主の年金受給額が年額１８万円以上である。
④世帯主の介護保険料と国民健康保険税の合計額が年金受給額の２分の１を超えない。
※③と④の年金受給額は、複数の年金を受給している場合は、優先順位が上位の年金で判定します。
優先順位：（１社会保険庁、２国家公務員共済組合連合会、３日本私学振興・共済事業団、４地方公務員
共済組合連合会）
対象となる方については、６月中旬に送付しました納税通知書（その後に納税通知書が送付されている場
合はその納税通知書）の特別徴収の欄に金額が記載されていますのでご確認ください。

なお、特別徴収の対象になる方で、特別徴収の中止を申請し承認を受けている方については、口座振替に
よるお支払いとなります。

◎特別徴収する金額

年金から、１０月、１２月、翌年２月の各月にお支払いいただく保険税額は、原則として、平成２０年度の保険
税額から、平成２０年６月から９月までの間に納めていただく額を差し引いた額を３等分した額になります。
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